
博士前期課程 カリキュラム表
（1）教育研究コース

2024 年度入学生⽤

区分 授業科目 配当年次

実践支援看護学領域 療養生活支援看護学領域

看護教育学 看護技術開発
看護学 人文社会学 移植・再生医療

看護学 がん看護学

単位数 単位数 単位数 単位数 単位数
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

共
通
科
目

看護倫理 1後 2 2 2 2 2
看護学研究方法論 1前 2 2 2 2 2
看護現任教育論 1後 2 2 2 2 2
看護理論 1前 2 2 2 2 2
看護管理学 1後 2 2 2 2 2
コンサルテーション論 1後 2 2 2 2 2
看護政策論 1前 1 1 1 1 1
フィジカルアセスメント論 1前 2 2 2 2 2
臨床薬理学 1後 2 2 2 2 2
病態生理学 1前 2 2 2 2 2
看護哲学 1後 2 2 2 2 2
英語論文講読 1通 1 1 1 1 1

実
践
支
援 

看
護
学
領
域

看護教育学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
看護教育学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
看護教育学演習 1後 2 2 2 2 2
看護技術開発学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
看護技術開発学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2 2
看護技術開発学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2 2
看護技術開発学演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2 2

療
養
生
活
支
援
看
護
学
領
域

移植・再生医療看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
移植・再生医療看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
移植・再生医療看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2
がん看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
がん看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
がん看護学援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
がん看護学援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
がん看護学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2 2
がん看護学演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2 2
慢性看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
慢性看護学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2 2
慢性看護援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
慢性看護援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
慢性看護学演習Ⅰ 1後 2 2 2 2 2
慢性看護学演習Ⅱ 2前 2 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅲ 1後 2 2 2 2 2
精神看護アセスメント論 1前 2 2 2 2 2
精神看護学援助論Ⅰ 1後 2 2 2 2 2
精神看護学援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
精神看護学治療論 1後 2 2 2 2 2
精神看護学演習 2前 2 2 2 2 2
老年看護学特論 1前 2 2 2 2 2
老年看護アセスメント論 1前 2 2 2 2 2
老年期病態治療論 1前 2 2 2 2 2
老年看護援助論 1後 2 2 2 2 2
老年看護サポートシステム論 1後 2 2 2 2 2
老年看護学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2 2
老年看護学演習Ⅱ 1通 2 2 2 2 2

地
域
家
族
支
援
看
護
学
領
域

家族看護学特論 1前 2 2 2 2 2
周産期看護論 1前 2 2 2 2 2
母性看護学特論 1前 2 2 2 2 2
ウィメンズヘルス看護論 1前 2 2 2 2 2
周産期看護援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
周産期看護援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
周産期看護演習Ⅰ 1後～2前 2 2 2 2 2
周産期看護演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2 2
小児看護学特論 1前 2 2 2 2 2
小児と病気 1前 2 2 2 2 2
発達障害看護論 前（隔・偶数年度） 2 2 2 2 2
小児看護アセスメント論 1後 2 2 2 2 2
小児看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2
地域看護学特論 1前 2 2 2 2 2
地域ケアシステム特論 1後 2 2 2 2 2
地域母子保健論 前（隔・奇数年度） 2 2 2 2 2
地域看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2
在宅看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
在宅看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
在宅看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2

特別研究 特別研究 1～2通 8 8 8 8 8
合計数 20 124 22 122 20 124 20 124 20 124

〈修了要件〉 2 年以上在学して所定の単位（32 単位以上）を修得するとともに必要な研究指導を受け、学位論文を提出し、かつ最終試験に合格すること。
〈履修方法〉 指導教員の指導のもと履修科目を選択し履修すること。必修科目をすべて履修し、専攻分野専門科目（人文社会学、臨床医学、社会医学は共通

科目）から 3 科目 6 単位以上（必修科目を含む）を履修する。ただし実践⽀援看護学領域科目の「看護教育学特論Ⅰ」を受講することを推奨する。
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区分 授業科目 配当年次

療養生活支援看護学領域

慢性看護学 精神看護学 老年看護学 臨床医学

単位数 単位数 単位数 単位数
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

共
通
科
目

看護倫理 1後 2 2 2 2
看護学研究方法論 1前 2 2 2 2
看護現任教育論 1後 2 2 2 2
看護理論 1前 2 2 2 2
看護管理学 1後 2 2 2 2
コンサルテーション論 1後 2 2 2 2
看護政策論 1前 1 1 1 1
フィジカルアセスメント論 1前 2 2 2 2
臨床薬理学 1後 2 2 2 2
病態生理学 1前 2 2 2 2
看護哲学 1後 2 2 2 2
英語論文講読 1通 1 1 1 1

実
践
支
援 

看
護
学
領
域

看護教育学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2
看護教育学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2
看護教育学演習 1後 2 2 2 2
看護技術開発学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2
看護技術開発学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2
看護技術開発学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2
看護技術開発学演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2

療
養
生
活
支
援
看
護
学
領
域

移植・再生医療看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2
移植・再生医療看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2
移植・再生医療看護学演習 1後～2前 2 2 2 2
がん看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2
がん看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2
がん看護学援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2
がん看護学援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2
がん看護学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2
がん看護学演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2
慢性看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2
慢性看護学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2
慢性看護援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2
慢性看護援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2
慢性看護学演習Ⅰ 1後 2 2 2 2
慢性看護学演習Ⅱ 2前 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅲ 1後 2 2 2 2
精神看護アセスメント論 1前 2 2 2 2
精神看護学援助論Ⅰ 1後 2 2 2 2
精神看護学援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2
精神看護学治療論 1後 2 2 2 2
精神看護学演習 2前 2 2 2 2
老年看護学特論 1前 2 2 2 2
老年看護アセスメント論 1前 2 2 2 2
老年期病態治療論 1前 2 2 2 2
老年看護援助論 1後 2 2 2 2
老年看護サポートシステム論 1後 2 2 2 2
老年看護学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2
老年看護学演習Ⅱ 1通 2 2 2 2

地
域
家
族
支
援
看
護
学
領
域

家族看護学特論 1前 2 2 2 2
周産期看護論 1前 2 2 2 2
母性看護学特論 1前 2 2 2 2
ウィメンズヘルス看護論 1前 2 2 2 2
周産期看護援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2
周産期看護援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2
周産期看護演習Ⅰ 1後～2前 2 2 2 2
周産期看護演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2
小児看護学特論 1前 2 2 2 2
小児と病気 1前 2 2 2 2
発達障害看護論 前（隔・偶数年度） 2 2 2 2
小児看護アセスメント論 1後 2 2 2 2
小児看護学演習 1後～2前 2 2 2 2
地域看護学特論 1前 2 2 2 2
地域ケアシステム特論 1後 2 2 2 2
地域母子保健論 前（隔・奇数年度） 2 2 2 2
地域看護学演習 1後～2前 2 2 2 2
在宅看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2
在宅看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2
在宅看護学演習 1後～2前 2 2 2 2

特別研究 特別研究 1～2通 8 8 8 8
合計数 18 126 20 124 18 126 20 124

〈修了要件〉 2 年以上在学して所定の単位（32 単位以上）を修得するとともに必要な研究指導を受け、学位論文を提出し、かつ最終試験に合格すること。
〈履修方法〉 指導教員の指導のもと履修科目を選択し履修すること。必修科目をすべて履修し、専攻分野専門科目（人文社会学、臨床医学、社会医学は共

通科目）から 3 科目 6 単位以上（必修科目を含む）を履修する。ただし実践⽀援看護学領域科目の「看護教育学特論Ⅰ」を受講することを推奨する。
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区分 授業科目 配当年次

地域家族支援看護学領域

母性看護学 小児看護学 地域看護学 在宅看護学 社会医学

単位数 単位数 単位数 単位数 単位数
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

共
通
科
目

看護倫理 1後 2 2 2 2 2
看護学研究方法論 1前 2 2 2 2 2
看護現任教育論 1後 2 2 2 2 2
看護理論 1前 2 2 2 2 2
看護管理学 1後 2 2 2 2 2
コンサルテーション論 1後 2 2 2 2 2
看護政策論 1前 1 1 1 1 1
フィジカルアセスメント論 1前 2 2 2 2 2
臨床薬理学 1後 2 2 2 2 2
病態生理学 1前 2 2 2 2 2
看護哲学 1後 2 2 2 2 2
英語論文講読 1通 1 1 1 1 1

実
践
支
援 

看
護
学
領
域

看護教育学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
看護教育学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
看護教育学演習 1後 2 2 2 2 2
看護技術開発学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
看護技術開発学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2 2
看護技術開発学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2 2
看護技術開発学演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2 2

療
養
生
活
支
援
看
護
学
領
域

移植・再生医療看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
移植・再生医療看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
移植・再生医療看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2
がん看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
がん看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
がん看護学援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
がん看護学援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
がん看護学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2 2
がん看護学演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2 2
慢性看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
慢性看護学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2 2
慢性看護援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
慢性看護援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
慢性看護学演習Ⅰ 1後 2 2 2 2 2
慢性看護学演習Ⅱ 2前 2 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅱ 1前 2 2 2 2 2
精神看護学特論Ⅲ 1後 2 2 2 2 2
精神看護アセスメント論 1前 2 2 2 2 2
精神看護学援助論Ⅰ 1後 2 2 2 2 2
精神看護学援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
精神看護学治療論 1後 2 2 2 2 2
精神看護学演習 2前 2 2 2 2 2
老年看護学特論 1前 2 2 2 2 2
老年看護アセスメント論 1前 2 2 2 2 2
老年期病態治療論 1前 2 2 2 2 2
老年看護援助論 1後 2 2 2 2 2
老年看護サポートシステム論 1後 2 2 2 2 2
老年看護学演習Ⅰ 1通 2 2 2 2 2
老年看護学演習Ⅱ 1通 2 2 2 2 2

地
域
家
族
支
援
看
護
学
領
域

家族看護学特論 1前 2 2 2 2 2
周産期看護論 1前 2 2 2 2 2
母性看護学特論 1前 2 2 2 2 2
ウィメンズヘルス看護論 1前 2 2 2 2 2
周産期看護援助論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
周産期看護援助論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
周産期看護演習Ⅰ 1後～2前 2 2 2 2 2
周産期看護演習Ⅱ 1後～2前 2 2 2 2 2
小児看護学特論 1前 2 2 2 2 2
小児と病気 1前 2 2 2 2 2
発達障害看護論 前（隔・偶数年度） 2 2 2 2 2
小児看護アセスメント論 1後 2 2 2 2 2
小児看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2
地域看護学特論 1前 2 2 2 2 2
地域ケアシステム特論 1後 2 2 2 2 2
地域母子保健論 前（隔・奇数年度） 2 2 2 2 2
地域看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2
在宅看護学特論Ⅰ 1前 2 2 2 2 2
在宅看護学特論Ⅱ 1後 2 2 2 2 2
在宅看護学演習 1後～2前 2 2 2 2 2

特別研究 特別研究 1～2通 8 8 8 8 8
合計数 26 118 22 122 22 122 22 122 20 124

〈修了要件〉 2 年以上在学して所定の単位（32 単位以上）を修得するとともに必要な研究指導を受け、学位論文を提出し、かつ最終試験に合格すること。
〈履修方法〉 指導教員の指導のもと履修科目を選択し履修すること。必修科目をすべて履修し、専攻分野専門科目（人文社会学、臨床医学、社会医学は共

通科目）から 3 科目 6 単位以上（必修科目を含む）を履修する。ただし実践⽀援看護学領域科目の「看護教育学特論Ⅰ」を受講することを推奨する。
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